Finlandia-hymni － フィンランディア賛歌



	V.A. Koskenniemi (1940)
	松村一登訳

	Oi Suomi, katso, sinun päiväs koittaa,
	おお，スオミ，見よ，お前の夜明けだ

	yön uhka karkoitettu on jo pois,
	お前を脅かす夜は遠くへ追い払われ

	ja aamun kiuru kirkkaudessa soittaa
	ヒバリが，輝く朝の歌を歌っている

	kuin itse taivahan kansi sois.
	まるで空自身が奏でているようだ

	Yön vallat aamun valkeus jo voittaa,
	朝の光が夜の闇の力に打ち勝ち

	sun päiväs koittaa, oi synnyinmaa.
	お前の朝が明けたのだ，祖国よ

	 
	

	Oi nouse, Suomi, nosta korkealle
	さあ立ち上がれ，スオミ，高々とあげよ

	pääs seppelöimä suurten muistojen,
	偉業の記憶の花束で飾られた自分の頭を

	oi nouse, Suomi, näytit maailmalle
	さあ立ち上がれ，スオミ，お前は世界に示した

	sa että karkoitit orjuuden
	他民族による支配をはねのけたことを

	ja ettet taipunut sa sorron alle,
	圧政に屈しなかったことを

	on aamus alkanut, synnyinmaa.
	お前の一日が始まるのだ，祖国よ
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Suomen kielen ääntäminen：フィンランド語の発音

フィンランド語の発音は，日本語のそれに大変近く，日本語の話者には簡単に習得できます．とくに，次のような特徴があります．文字と発音は，完全に一対一に対応します．また，アクセントは単語の先頭にあり，イントネーションは常に一定で疑問文等においても変化しません．したがって，文字で書いてある文は，常に正しく読むことができます（ただし，長い合成語では各要素の切れ目を知らないと発音できません）．
  

単語の終わりに来ることができる音は，母音か，t,s,n,まれにr,lの５種類の子音に限られます．母音，子音とも，長短の区別があります．「長子音」とは，日本語でいう「小さいツ」（N, Mにおいては「ン」）が前に入った音です．
  

「母音調和」 と呼ばれる現象があります．これは，後舌母音(a, u, o)と前舌母音(ä, y, ö)が１つの単語（合成語の場合は単語を構成する１つの要素）の中に同時に現れることはない，というルールです．単語の初めに子音が２つ続くことは，外来語以外ではありません．ですから，フィンランド語化した外来語や外国地名には，kippari ( < skipper)，lasi ( < glass)，Ranska（フランス），Tukholma（ストックホルム）のように，語頭の子音が脱落しているものがあります．
  

母音が３つ続くことは，避けられる傾向があります．ですから，単語が変化するときに，juoda（飲む） > joi（（彼・彼女は）飲んだ），yö（夜） > öinen（夜の）のように，３つ続く母音を避けるために語形変化の際に先頭の母音が脱落するものがあります． それでは，各アルファベットの発音をみてみましょう．以下で，ある発音が「ありません」「．．．することはない」という表現がありますが，これは純粋のフィンランド語にはないという意味で，外来語には出てくることはあります．

A [アー]... 日本語のアに同じ．AAは長いA．
  

B [ベー]...ありません．外来語ではPと同じ音で発音する人もいます．例：bussi[プッシ]（バス），banaani[パナーニ]（バナナ）
  

C [セー]... ありません．外来語ではSと同じ発音．
  

D [デー]... ダ行の子音に同じ．本来dの音はフィンランド語にはなく（例：Tanska「デンマーク」），この文字は方言差を吸収するために「それぞれの方言に合わせて読む」という形で導入され，それが後にdの音で発音されるようになりました．現在でも，方言によってはRやJの文字と同じように発音されます．また，Dは語頭にくることはなく，DDという子音はありません．
  

E [エー]... 日本語のエよりもすこし口を横に張っているように感じますが，ドイツ語のようなイに近い音ではありません．EEは長いE．
  

F [エフ]... ありません．ただし，スウェーデン語起源の地名（Forssaなど）にはまれに出てきます．
  

G [ゲー]... NGの組合せでのみ現れ，この音は鼻音（発音記号でいう逆さのG）を長く発音する音です．例えば，Helsingissä（ヘルシンキで）という単語は，「ヘルシンギッサ」ではなく「ヘルシンンィッサ」といった感じの音になります．
　外来語以外では「ガギグゲゴ」の音はなく，それを表すGの文字も現れません．外来語では，例えば英語のsuggestiveから来た外来語suggestiiviは「スッケスティーヴィ」と発音されます．
  

H [ハー]... 母音の前では日本語のハ行の子音，子音の前ではドイツ語のCHのような音になります．
  

I [イー]... 日本語のイに同じ．IIは長いI．
  

J [イィー]... 日本語のヤ行の子音．
  

K [コー]... 日本語のカ行の子音．KKは，前に小さい「ッ」が入ります．
  

L [エル]... 舌の前の部分を上の歯の根元につけて発音する「ル」．LLは，前に小さい「ッ」が入ります．また，LJのLは，「リ」の子音のように（口蓋化子音で）発音します．例えばneljä（数字の４）は「ネルヤ」ではなく「ネリヤ」です．
  

M [エム]... 日本語のマ行の子音．MMは，前に「ン」が入ります．
  

N [エヌ]... 日本語のナ行の子音と同じ．語尾においても日本語の「ン」のような撥音にはなりません．NNは，前に「ン」が入ります．
  

O [オー]... 日本語のオに同じ．OOは長いO．
  

P [ぺー]... 日本語のパ行の子音に同じ．PPは，前に小さい「ッ」が入ります．
  

Q [クー]... ありません．
  

R [エルル]... 舌を口内の前の方で震わせる音．RRはより長い時間震わせます．また，RJのRは口蓋化子音で発音されます．
  

S [エス]... 日本語のサ行の子音に同じ．SSは，前に小さい「ッ」が入ります．なお，SHの音はありません．
  

T [テー]... 日本語のタ行の子音に同じ．TTは，前に小さい「ッ」が入ります．TSは，日本語の「ツ」の子音に同じ．
  

U [ウー]... 日本語の「ウ」よりも唇を尖らせて発音します．UUは長いU．
  

V [ヴェー]... 英語のVと同じ．
  

W [カクソイス　ヴェー]（二重のV）...ありません．発音する場合はVに同じ．ただし，店の名前などで古風な感じを出すために，古いスウェーデン語の書き方にしたがってVをWで書くことがあります．例：wanha = vanha（古い）
  

X [イクス]... この字は通常用いません．外来語でもekspressiのようにKSと綴ります．
  

Y [ユー]...Uの口でIを発音します．この音は母音であることに注意．独語のÜと同じ．YYは長いY．
  

Z [ツェット]... ありません．
  

Å [ルオツァライネン　オー]（スウェーデンのオー）...この文字はスウェーデン語の文字ですが，フィンランドにはスウェーデン系の地名，人名が多くあるためフィンランド語の文字にも入っています．発音はOOと同じ．
  

Ä [エァ]... Aよりも舌を前に出し，若干口を左右に開いて発音する．ÄÄは長いÄ．
  

Ö [？]... Oの口で，舌を前に出して発音する．独語のÖと同じ．ÖÖは長いÖ． 



このように，フィンランド語は音の種類が少なく，純粋のフィンランド語を書くのに必要なローマ字は21字だけです．これは，子音の有声／無声，有気／無気の対立があまりないためです．つまり，P, K, S, TSという無声子音はありますが，これに対応する B, G, Z, DZという有声子音はありません．また，無声子音Tはありますが，これに対応する有声子音Dは，上にあるようにあまり出てきません．

また，これらと逆の関係になっているのがVとFで，VはありますがFはありません．つまり，フィンランド語ではBとVの区別をする必要がなく「いつもV」なのです

以上のように，フィンランド語では日本語でいう「濁音」が少ないのに加え，連続する子音が少なく母音の割合が多いことから，明るい響きに聞こえます．

ところで，一部のフィンランド語の解説書には「本来フィンランド語にはない"シュ，ジュ"という音を表わすためのŠ, Žという文字があり，šekki（< check, 小切手)のような外来語に用いられる」と書いてあります。šekkiは単にsekkiと書き，「セッキ」と発音していました。

シベリウス (Jean Sibelius, 1865–1957) の作品の中で，日本でとりわけて有名な「フィンランディア」 (Finlandia, Op.26) が作曲されたのは，まだ独立前のフィンランドがロシア化政策の厳しい締めつけの中にあった1899年である。厳密に言うと，1899年に演奏されたのは，「フィンランディア」の原曲の「目覚めるフィンランド」 (Suomi herää) という曲だったらしい。原曲を聞いてみると，現在の「フィンランディア」とはフィナーレの部分がずいぶんと違う。「フィンランディア」は 「交響詩」 (sävelruno) と呼ばれるが，これは，ことばの代わりに，メロディーで綴った詩というような意味らしい。 

「フィンランディア」 は８分ほどの作品だが，その５分過ぎから約２分間の静かなメロディーに，上のような愛国的な歌詞をつけてアカペラの合唱曲として歌うのが「フィンランディア賛歌」 (Finlandia-hymni) である。この歌詞が書かれたのは，1940年，すなわち，フィンランドが対ソ戦争の前半，いわゆる「冬戦争」 (talvisota, 1939/11/30～1940/3/13) の時である。 

冬戦争では，圧倒的な戦力の差にもかかわらず，フィンランドは一時ソ連軍を撃退するほど善戦するが，最終的には講和条約においてカレリア地方を失う。「フィンランディア」 は，二重の意味で，フィンランドとロシアの歴史的な関係を映しているといえる。 

第２次大戦におけるソ連との戦争をテーマとする映画 『無名戦士』 (Tuntematon sotilas) の中で，対ソ戦争に負けたフィンランド軍が西へ退却する場面のバックに流れた「フィンランディア」が，私にとってもっとも印象深い 「フィンランディア」 である。リンナ (Väinö Linna, 1920–1992) の同名の小説の映画化されたものだが，この小説は1950年代と1980年代の２回映画化されている。私が1979年の独立記念日 (12月６日) に観客がまばらなヘルシンキの映画館で見たのはもちろん1950年代のモノクロ作品である。 

【蛇足】独立前のロシア領時代を 「夜」 (yö) 「夜の支配」 (yön vallat) 「隷属」 (orjuus) 「圧政」 (sorto) など，独立を 「朝」 (aamu, päivä) 「明るい輝き」 (kirkkaus) 「朝の明るさ」 (aamun valkeus) などのことばを使って対比させ，さらにその２つを 「追い払う」 (karkoittaa) 「克服する」 (voittaa) 「(夜が)明ける」 (koittaa) などの動詞で関係づけるという，誰にもわかるきわめて単純明解な歌詞になっている。 

